
真
宗
信
者
の

社

会

的

態

度

－
｜
質
問
書
法
に
よ
る
調
査
を
基
礎
と
し
て
｜
｜

西

光

義

倣

は
じ
め
に
｜
本
研
究
の
目
的
・
資
料
・
方
法
l

現
代
に
生
き
る
真
宗
信
者
は
、
社
会
問
題
に
対
し
て
い
か
な
る
態
度
を
と
っ
て
い
る
か
、
叉
そ
の
態
度
の
特
徴
や
諸
相
は
い
か
な
る
内

的
原
因
や
外
的
条
件
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
か
。
本
論
文
は
さ
〉
や
か
な
調
査
が
と
ら
え
得
た
限
り
の
資
料
に
基
い
て
、
右
の
大
き

に
わ
た
り
、

な
課
題
の
一
斑
を
考
察
し
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
資
料
と
は
、
昭
和
三
十
一
日
牛
八
月
よ
り
昭
和
三
十
二
年
五
月
ま
で
の
十
ヶ
月

「
信
仰
に
関
す
る
調
査
」
質
問
書
を
発
送
し
て
得
ら
れ
た
三
一

O
四
名

全
国
真
宗
篤
信
者
に
十
四
頁
、

十
五
項
目
よ
り
な
る

（
男
二

O
O名
、
女
一

O
四
名
）
の
回
答
中
、
戦
争
、
再
軍
備
、
憲
法
改
正
、
支
持
政
党
等
の
諸
問
題
を
中
心
に
し
て
、
念
仏
者
の
社
会

的
態
度
を
問
う
た
項
目
に
対
す
る
回
答
で
あ
る
。
こ
〉
に
言
う
真
宗
信
者
と
は
「
性
別
・
派
別
・
年
令
・
職
業
・
学
無
学
・
僧
俗
に
拘
ら

ず
、
親
鷺
に
よ
っ
て
開
顕
せ
ら
れ
た
念
仏
の
教
を
自
覚
的
に
求
め
る
か
、
或
は
そ
れ
に
よ
っ
て
生
か
さ
る
〉
者
」
を
意
味
し
、
調
査
も
、

対
象
を
特
に
そ
の
よ
う
に
限
定
し
て
進
め
た
。

回
答
者
の
内
容
を
簡
単
に
示
す
と
（
第

I
表
参
照
）

実
家
信
者
の
社
会
的
態
度

六
七



真
宗
信
者
の
社
会
的
態
度

回答者 304人（男 200人，女 104人）の内容第I表

年令10才～90才（平均年増51才））
 
1
 
（
 

地（最も長く住んでいた場居住

所）

(3) 

年 令｜人数百分比 1

20才以下 I 3人 l1. 0%1 
21才～30才 1 39 I 12.s 

－－－－－－－；－三ム r 41 In子
41 ～so I s1 i 16.8 

51 ～60 I 63 i 20. 7 1 

61 ～70 I s6 I 1s・4 ! 

71 ～so I 30 1 9 9 1 

81 ～90 ! 6 」~－ 0 l 
不明 i15 l 4. 9 1 

域（39都道府県）f也(2) 

落（霊・主；蹄）I173人l見 9%
都市（：ア空』鶴）jns I羽 8
問地帯／ IO [ 3.3 

明 I3 I 1. o 

両i

~ ~I 4 / 1.3 
入 1 30 1 9.9 

118 

歴

義務教青瓦司

／ 

村

中

学

無

不

）
 

a佐（
 

73 

2 

1. 3 4 の

福井31，兵庫30，京都26，大阪23,

奈良20，滋賀19，広島18，和歌山14,
記無

六
八

島

根，北海道各 8，佐賀，石川各 6,

山口，岐阜， ・:tr減各 4，福島，山形，

長野，大分各 5，群馬，鳥取，宮崎，

熊本各 2，青森，栃木，埼玉，千葉，

神奈川，静岡，愛媛各 1

福岡10，愛知，新潟，三重各 9,
1. 義務教育程度とは，尋常小学校，

高等小学校，新制中学校

2. 1日中等学校程度の中には，旧制乙

種賓業学校，青年学校，新制高校，

及び中退，四修等をもふくむ・

3. 旧大学・高専程度の中には，師範

学校及び仏教関係専門学校（学林・

学院・学寮等）をふくむ

4. その他とは私塾等



戸
↑

t
i
 

p
t
 

A
V
－
－
－
－
－
－
満
年
令
で

1 給料生活者とは，会社員，公務員，
銀行員等
2 宗教家とは実質的には僧侶（うち教
員をかねる者3人）， 坊守， 寺院出身
の仏教関係大学学生である
3 その他とは白由業及び上記いずれに
も分類しがたいもの

九
才
よ
り
九

17.4 

10.2 

O
才
ま
で
、

6.3 

平
均
年
令
五

一
・
O才。

老人

家

2

地
域
：
：
：
北
海
道
か
ら

鹿
児
島
に
及

業

教

ぷ
三
九
の
都

職

，ゴヨ
刀ミ

(5) 

道
府
県
で
あ

るが、近畿

｜非常に裕福） 0.3% 

余裕がある l 5.9 
普 70.7 

余裕がない｜ 17.1 

l非常に苦しい｜ 3.0 

無記入｜ 3.0 

3.9 

7.9 

｜西本願寺派）56.防｜

真l東本願寺山・0Is 
←一一一一一←ー」一一一沿8.2%

l 高・三・興・仏｜

宗1----・J!H[_____ ! 7. 3 
｜真宗とのみ書い 1
iた者 ｜ 

浄 土宗

地
万
が
中
心

に
な
る
（
全

派（家庭の宗教）

禅・真言・日蓮・天台・その他

体
の
四
六
・

四
%
）
。

3

居
住
地
：
：
・
・
だ
い
た
い
村

生活程度

落
六
、
都
市

ε去三，
耳て

四
の
割
合
。

）
 
η
a
 
（
 

(6) 

4 

学

歴
・
・
・
・
・
・
義
務
教
育
終

ノ、
九

真
宗
信
者
の
社
会
的
態
度



真
宗
信
者
の
社
会
的
態
度

七。

了
程
度
が
約
四
割
、
旧
中
等
学
校
卒
業
程
度
が
二
・
四
割
、
旧
大
学
高
専
卒
業
程
度
が
二
・
四
割
弱
を
し
め
る
。

5 

職

業
：
：
：
農
業
従
事
者
三
六
%
を
筆
頭
に
ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
職
業
階
層
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
組
織
労
働
者
（
給
料
生
活

者
が
ほ
Y
こ
れ
に
当
る
）
が
比
較
的
少
く
、
漁
業
従
事
者
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

6 

所
属
宗
派
：
：
：
家
の
宗
教
は
半
数
以
上
が
西
本
願
寺
派
に
、
約
四
分
の
一
は
東
本
願
寺
派
に
所
属
す
る
。
真
宗
以
外
の
者
も
一
割

あ
ま
り
あ
る
が
、
仏
教
外
は
金
光
教
一
人
の
み
。

7 

生
活
程
度
：
：
：
七
割
が
経
済
的
に
普
通
程
度
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

三
O
四
名
と
い
う
標
本
数
は
決
し
て
多
く
は
な
い
が
、
右
に
よ
っ
て
見
る
と
、
本
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
資
料
は
全
国
真
宗
信
者
の

現
実
の
姿
を
ほ
Y
公
正
に
代
表
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

註
(1) 

質
問
書
法
（

ρ
z
o目
安
出
色
吋
⑦
）
の
長
所
、
短
所
に
つ
い
て
は
、
宗
教
心
理
学
の
分
野
に
お
い
て
色
々
に
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
調
査
で
は
少

し
で
も
欠
陥
を
除
去
し
て
、
正
確
な
資
料
を
得
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
配
慮
を
な
し
た
。

ィ
、
責
任
あ
る
回
答
を
得
る
た
め
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
を
明
記
し
て
も
ら
っ
た
。

ロ
、
肝
要
な
問
題
に
関
し
て
は
チ
ェ
ッ
ク
式
設
問
の
み
な
ら
ず
、
自
由
な
具
体
的
意
見
や
印
刷
山
組
を
記
入
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
。

ハ
、
宗
教
経
験
を
各
而
か
ら
明
ら
か
に
し
う
る
よ
う
設
問
を
多
角
形
的
、
立
体
的
に
し
た
。

ニ
、
設
問
が
多
い
ζ

と
は
、
問
符
者
を
学
力
あ
る
信
者
の
み
に
限
り
や
す
く
な
る
の
で
、
面
接
法
を
叫
引
用
し
て
高
齢
者
、
無
学
者
の
稿
者
の
問
符

を
得
る
こ
と
に
努
力
し
た
。

ホ
、
調
径
一
が
い
か
な
お
’
怠
味
に
於
て
も
一
万
に
偏
ら
な
い
よ
う
に
留
意
し
、
次
の
ご
と
き
各
方
面
の
ル

l
ト
に
よ
っ
て
調
交
脅
を
配
布
し
た
。
各

本
願
寺
教
学
部
、
龍
谷
・
大
谷
大
学
諸
教
公
、
龍
大
学
去
、
熱
心
な
全
国
住
職
、
布
教
師
、
諸
種
信
仰
雑
誌
に
寄
稿
阿
数
の
多
い
学
者
や
信

者
、
真
宗
ク
ル
！
？
？
’
を
も
っ
療
養
所
、
知
人
等
。

協
力
を
賜
っ
た
数
知
れ
ぬ
力
々
に
こ
の
場
所
ぞ
伯
り
て
甚
深
の
謝
意
を
表
す
る
u

凶
収
率
は
一
ニ

0
・
四
%
で
あ
る
。

そ
れ
は
次
の
よ
う
な
孜
削
か
ら
な
っ
て
い
る
。

(2) 



十

1 

念
仏
者
は
社
会
問
題
に
対
し
て
ど
ん
な
態
度
を
と
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
あ
な
た
の
御
意
見
に

O
を
お
つ
け
下
さ
い
。

ィ
、
社
会
問
題
解
決
に
努
力
す
べ
き
だ
。

口
、
社
会
問
題
に
心
を
よ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
。

ハ
、
わ
か
ら
な
い
。

ニ
、
そ
の
他
。

2 

右
の
御
意
見
を
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
実
践
し
て
い
ま
す
か
。

次
の
中
あ
な
た
の
御
意
見
に

O
を
お
つ
け
下
さ
い
。

賛

正

反

対

賛

正

反

対

戦
争
再
軍
備

わ
か
ら
ぬ

わ
か
ら
ぬ

わ
か
ら
ぬ

3 
イロハ

憲

法

改

正

賛

正

O
を
つ
け
た
理
由

反
対

4 

あ
な
た
は
現
在
の
政
党
の
ど
ち
ら
を
え
ら
び
ま
す
か
。

O
を
つ
け
て
下
さ
い
。

ィ

、

保

守

党

口

、

進

歩

党

ハ

、

ど

ち

ら

に

な

っ

て

も

同

じ

一
、
関
心
が
な
い

ホ
。
わ
か
ら

F亙

へ
、
そ
の
他

O
印
を
つ
け
た
理
由

社
会
問
題
に
対
す
る
態
度

「
念
仏
者
は
社
会
問
題
に
対
し
て
ど
ん
な
態
度
を
と
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
」
と
問
う
と
、
六
割
が
「
社
会
問
題
解
決
に
努
力
す
べ
き
だ
」

と
答
え
（
第
百
日
表
参
照
）
、

そ
の
中
六
九
%
が
自
分
の
具
体
的
な
実
践
や
意
見
を
記
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
次
の
如
き
傾
向
が
全
体

を
通
じ
て
顕
著
に
見
ら
れ
る
。

真
宗
信
者
の
社
会
的
賎
度

七



真
宗
信
者
の
社
会
的
態
度

1 

社
会
問
題
と
い
う
言
葉
を
、
政
治
的
な
諸
問
題
と
受
け
と
っ
て
い
る
者
が
、
き
わ
め
て
少
な
い
。

2 

従
っ
て
「
社
会
問
題
解
決
の
た
め
の
実
践
」
と
い
う
言
葉
を
、
信
仰
運
動
或
は
信
仰
に
基
盤
を
お
く
生

活
と
い
う
意
味

i
｜
む
し
ろ
宗
教
的
実
践
に
近
い
意
味
1
l
に
使
用
し
て
い
る
。

3 

そ
の
実
践
が
第
一
次
集
団
内
に
於
て
や
、
自
己
の
職
業
を
通
じ
て
は
甚
だ
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

4

実
践
の
主
体
で
あ
る
自
己
に
対
し
て
、
き
わ
め
て
内
省
的
で
あ
る
。

右
の
諸
点
宇
営
も
う
少
し
詳
し
く
説
明
し
よ
う
。

「
念
仏
者
は
社
会
問
題
に
心
を
よ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
」

（
五
・
三
%
）
と
い
う
意
見
や
、

そ
の
他
の
意
見
（
入
・
九
%
）
の
人
達
も
、

「
政
治
・
経
済
的
な
諸
問
題
と

い
う
意
味
の
社
会
問
題
な
ら
、
念
仏
者
な
る
が
故
に
特
に
解
決
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
、
と
は
思
わ
な
い
。
そ

れ
よ
り
念
仏
者
は
信
仰
を
す
〉
め
る
こ
と
に
努
力
す
べ
き
だ
。
そ
れ
が
究
極
的
に
あ
ら
ゆ
る
社
会
問
題
の
解
決

に
な
る
」
と
言
お
う
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
実
質
的
に
は
「
解
決
に
努
力
す
べ
き
だ
」
と
い
う
多
く
の
人
達
と

考
え
は
変
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
真
宗
信
者
の
社
会
意
識
の
中
核
を
し
め
る
の
は
、
弥
陀
の
本
願
に
め
ざ
め
な

い
間
人
に
対
す
る
心
の
痛
み
と
、

そ
こ
か
ら
あ
ふ
れ
出
る
教
入
信
の
意
欲
で
あ
る
。
社
会
問
題
は
す
べ
て
信
仰

を
中
心
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ご
人
一
人
が
真
の
信
仰
を
も
っ
て
い
た
Y
く
こ
と
が
社
会
問
題
の
根
本
的
解
決
に
な
る
と
思
い
、

七

社会問題lこ対する態度

解決に努力すべきだ 183人

心をよせるべきでない 16 5.3 

わ カ〉 ら な L、 35 11. 5 

そ の 他 27 8.9 

無 言己 入 43 14.1 

第E表

え
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
」

（
五
O
才
・
男
・
薬
剤
師
）
、

「
念
仏
の
力
で
社
会
を
お
さ
め
た
い
心
で
い
っ
ぱ
い
」

一
人
で
も
聞
い
て
く
れ
る
人
の
ふ

（
六
八
才
・
男
・
農
業
）

等
の
意
見
が
あ
ら
ゆ
る
年
令
、
階
層
の
信
者
に
よ
っ
て
力
強
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

一
一
一
一
一
日
に
し
て
討
え
ば
「
社
会
問
題
解
決
の
根
本
は
念

－A
D」↓J
は
こ
午
L

る

｛
（

i
i
i
ー

（
六
九
h
J

・
川
口
・
大
学
教
授
）
と
い
う
県
本
的
信
念
が
、

多
か
れ
少
な
か
れ
な
〔
宗
一
信
行
の
社
会
的
態
度
と
実
践
と
を
特
徴

づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。



教
人
信
の
実
践
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
・
地
位
・
職
業
・
能
力
に
応
じ
て
、
身
近
か
な
所
か
ら
品
制
一
心
に
行
わ
れ
て
い
る
。
仲
好
会
を
作

っ
て
仏
法
を
弘
め
る
菓
子
屋
、
文
筆
を
通
じ
て
信
仰
を
説
き
、
仏
教
の
立
場
か
ら
社
会
問
題
を
批
判
す
る
学
者
・
詩
人
・
ジ
ャ

I
ナ
リ
ス

ト
、
社
会
事
業
団
に
報
謝
す
る
商
人
、

日
々
の
新
聞
、
ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
材
料
に
し
て
信
仰
を
説
く
僧
伯
、
仏
卓
円
運
動
に
若
い
情
熱

を
傾
げ
る
労
働
者
や
公
務
員
、
仏
教
婦
人
会
を
指
導
す
る
坊
E

子
、
不
名
な
人
達
に
仏
教
的
人
生
観
を
も
た
せ
よ
う
と
努
め
る
農
民
、
家
庭

問
題
や
離
婚
問
題
の
解
決
に
念
仏
の
立
場
か
ら
助
言
を
与
え
る
老
人
、
児
童
の
宗
教
情
操
踊
養
に
最
大
限
の
努
力
を
払
い
、
同
僚
や
保
護

者
に
法
悦
を
わ
か
っ
教
員
等
々
。
信
者
の
積
極
的
な
伝
道
実
践
の
事
実
を
つ
ぶ
さ
に
列
挙
し
う
る
紙
面
を
色
た
ぬ
こ
と
を
私
は
う
ら
み
と

す
る
。社
会
的
実
践
の
必
要
性
は
痛
感
し
つ
＼
具
体
的
に
実
行
に
移
し
て
い
な
い
身
を
ふ
り
か
え
っ
て
慨
じ
ま
た
歎
く
者
も
多
い
。
家
庭
の

主
婦
と
働
、
き
、
ざ
か
り
の
給
料
生
活
者
の
中
に
そ
れ
が
多
い
所
か
ら
、
境
遇
的
な
原
因
が
弘
行
え
ら
れ
る
が
、
も
う
一
つ
は
信
者
の
内
省
の
深

さ
に
色
よ
ろ
う
。

総
じ
て
真
宗
信
者
の
内
向
的
な
心
理
傾
向
は
十
分
注
目
に
値
す
る
。
彼
等
の
社
会
的
態
度
の
土
に
も
そ
れ
が
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
形

で
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。

「
白
信
教
入
信
。
ま
ず
自
分
が
指
導
す
る
と
い
う
態
度
は
惰
慢
に
な
っ
て
反
感
を
買
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
自
分
が
聞
法
し
て
行
く
そ

の
ま
〉
が
教
入
信
に
な
り
、
社
会
問
題
解
決
に
自
然
に
な
る
と
思
う
」

（
二
二
才
・
男
・
僧
侶
）
、
す
な
わ
ち

ω
真
宗
信
者
の
社
会
的
実
践
は
教
入
信
に
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

ω
教
人
信
は
本
質
的
に
は
自
信
の
問
題
で
あ
る
。

(3) 

だ
か
ら
社
会
や
他
人
を
言
う
前
に
、
私
が
聞
法
し
念
仏
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

こ
う
い
う
自
己
反
省
の
内
向
的
、
求
心
的
方
向
は
一
部
の
人
を
除
い
て
多
く
の
信
者
の
一
般
的
傾
向
で
あ
る
。
社
会
問
題
を
も
信
仰
を

真
宗
信
者
の
社
会
的
態
度

七



真
宗
信
者
の
社
会
的
態
度

七
四

基
調
と
し
て
考
え
、
問
題
解
決
を
常
に
白
己
の
中
に
求
め
て
い
く
と
い
う
性
格
は
、
優
れ
て
真
宗
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
誤
り
は
な
い

が
、
し
か
し
叉
こ
れ
が
現
実
の
上
で
は
、
往
々
に
し
て
真
宗
信
者
の
信
仰
生
活
を
個
人
の
心
理
的
な
味
わ
い
の
領
域
内
に
お
し
と
Y
め、

る 積
極
的
行
動
に
出
で
し
め
な
い
原
因
に
な
っ
て
い
る
面
も
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
具
体
的
資
料
に
よ
っ
て
再
論
す
る
こ
と
h

す

戦
争
・
再
軍
備
・
憲
法
改
正
・
政
党
に
対
す
る
態
度

き
て
、
教
入
信
活
動
と
い
う
意
味
で
な
く
、

一
般
的
な
意
味
の
社
会
問
題
、
特
に
現
代

人
共
通
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
戦
争
、
再
軍
備
・
憲
法
改
正
等
に
対
し
て
、
真
宗
信
者
は

い
か
な
る
態
度
を
示
す
で
あ
ろ
う
か
。
叉
こ
れ
ら
諸
問
題
の
具
体
的
解
決
の
た
め
に
、
ど

の
政
党
を
支
持
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
第

E
表
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
無
記
入
者
（
一

0
・
二
%
）
以
外
ほ
と
ん
ど
全

部
が
戦
争
反
対
の
態
度
を
示
す
の
は
当
然
と
し
て
も
、
争
戦
反
対
の
意
志
を
実
現
す
る
た

め
に
は
再
軍
備
を
是
と
す
る
か
非
と
す
る
か
と
な
る
と
、
念
仏
者
の
足
な
み
は
全
く
乱
れ

る
。
わ
か
ら
な
い
者
、
記
入
し
な
い
者
も
急
に
数
を
増
す
。
更
に
憲
法
改
正
問
題
に
な
る

と
わ
か
ら
な
い
者
が
二
五
%
に
も
ふ
え
、
無
記
入
者
と
あ
わ
せ
て
全
体
の
約
半
数
に
も
達

す
る
。今
賛
否
両
意
見
を
対
照
し
て
ま
と
め
て
み
る
と
、

第E表 戦争・再軍備・憲法改正l乙対する態度

人数比）
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賛成反女すその

再

軍

備

1 

戦
争
の
為
で
な
く
、
ま
さ
か
の
侵
略
に
備
え
て

国
防
・
自
衛
の
た
め

2

国
内
治
安
維
持
の
た
め
最
小
限
に

3 

独
立
国
家
と
し
て
軍
備
を
も
つ
の
は
当
然

4 

国
際
関
係
の
現
状
か
ら
見
て
や
む
を
得
な
い

1 

戦
争
を
放
棄
し
た
国
に
軍
備
は
不
必
要

軍
備
が
逆
に
戦
争
誘
発
の
も
と
に
な
る

再
軍
備
よ
り
外
に
な
す
べ
き
緊
急
事
が
あ
る

念
仏
者
の
立
場
（
仏
法
の
精
神
）
か
ら

現
状
で
は
不
可
能
で
も
あ
り
無
意
味
で
も
あ
る

2 3 4 5 －
世
相
は
複
雑
で
、
個
人
の
思
う
よ
う
に
行
か
ぬ

2

意
見
を
述
べ
る
資
格
、
能
力
な
し

真
宗
信
者
の
社
会
的
態
度

法

改

正

1 

米
国
に
お
し
つ
け
ら
れ
た
憲
法
を
返
上
し
て
、

日
本
の
同
情
に
合
う
憲
法
を
自
主
的
に
作
れ

再
軍
備
を
す
る
た
め
に

旧
憲
法
に
も
ど
す
た
め
に

民
主
主
義
・
自
由
主
義
の
誤
解
を
是
正
す
る
た

め宗
教
上
の
理
想
（
邪
教
粛
正
・
永
久
中
立
等
）

を
実
現
す
る
た
め
に

一
部
改
正
の
要
あ
り
（
例
え
ば
教
育
面
・
国
体

面
・
家
族
制
度
等
）

や
む
を
え
な
い

2 3 4 5 6 7 1 

戦
争
・
再
軍
備
に
反
対
す
る
た
め

理
想
的
な
現
行
憲
法
を
改
正
す
る
必
要
な
し

改
正
は
仏
教
精
神
に
反
す

時
期
尚
早

2 3 4 1 

現
憲
法
に
は
長
短
あ
っ
て
改
憲
の
是
非
を
決
す

る
こ
と
が
で
き
ぬ

七
五



真
宗
信
者
の
社
会
的
態
度

他

七
六

2 

意
見
を
述
べ
る
資
格
・
能
力
な
し

3

ど
ち
ら
に
な
っ
て
も
同
じ

再
軍
備
問
題
に
し
て
も
改
憲
問
題
に
し
て
も
、
真
宗
信
者
な
る
が
故
に
必
然
的
に
意
見
や
態
度
を
共
通
に
す
る
と
は
全
く
言
え
ぬ
一
事
実

が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
事
実
に
対
す
る
価
値
判
断
は
自
由
で
あ
る
が
、
真
宗
信
者
の
社
会
的
態
度
は
、
信
仰
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
面

る
か
に
強
い
こ
と
だ
け
は
言
え
る
。

よ
り
も
、
信
者
の
個
人
的
、
環
境
的
相
違
に
も
と
づ
く
時
代
認
識
の
相
違
や
社
会
分
析
の
浅
深
に
よ
っ
て
性
格
づ
け
ら
れ
る
面
の
万
が
は

こ
〉
で
つ
い
で
に
真
宗
信
者
の
支
持
政
党
を
調
べ
て
み
よ
う
（
第
宵
表
）
。
保
守

的
政
党
支
持
者
（
一
二
二
・
七
拍
）
が
進
歩
的
政
党
支
持
者
（
一
六
・
八
%
）
よ
り
は

る
か
に
多
く
、

二
五
・
六
%
即
ち
四
分
の
一
以
上
が
「
ど
ち
ら
に
な
っ
て
も
同
じ
」

「
関
心
が
な
い
」
と
言
う
。

「
わ
か
ら
な
い
」
「
無
記
入
し
が
ご
六
・
九
%
。
真
宗

信
者
は
政
党

i
l従
っ
て
政
治
i
1ー
に
対
し
て
は
極
め
て
無
知
・
無
関
心
で
あ
り
、

関
心
あ
る
者
の
多
く
は
保
守
党
を
支
持
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

保
守
政
党
は
漸

進
主
義
を
と
り
中
正
穏
健
で
あ
る
、
国
民
全
体
の
生
活
を
基
調
と
し
実
際
的
で

あ
る
、
宗
教
に
関
心
や
出
解
あ
る
者
が
そ
の
中
に
い
る
、

罪
業
が

伝
統
を
守
る
、

少
な
い
等
が
保
守
政
党
支
持
者
の
理
由
で
あ
る
が

彼
ら
の
多
く
は
、

現
在
の
政

党
に
対
し
て
根
本
的
に
は
大
き
な
不
信
を
抱
き
、
支
持
の
仕
方
も
全
身
的
で
は
な

ぃ
。
進
歩
的
政
党
に
対
し
て
は
、

理
想
論
ば
か
り
で
実
行
が
伴
わ
な
い
、

ソ
連
の

第町表支持政党

支持する政党｜人数比｜平均年令

保守的政党 I 23. 7% I 57. 6才

進歩的政党 I 16. s i 42. 6 

どちらになっても同じ 1 17. 1 I s1. 2 

I I I . 0 わからない I 8. 5 i 55. 5 

その他 I 7. o I 50.1 



支
配
を
受
け
、
言
行
が
過
激
で
破
壊
的
で
あ
る
、
宗
教
を
理
解
し
な
い
等
と
批
判
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
進
歩
的
政
党
支
持
芥
の
支
持
朗
自

は
、
進
歩
党
は
再
軍
備
や
店
法
改
正
に
反
対
し
て
い
る
、
保
守
党
よ
り
人
民
全
一
体
の
に
や
耐
を
考
え
、
円
山
に
貧
し
い
者
古
し
い
者
の
味
万
で

あ
る
、
人
類
の
理
組
に
向
っ
て
清
々
進
ん
で
い
る
、
仏
教
の
精
神
に
合
致
す
る
等
に
あ
る
。
彼
ら
は
、
保
守
党
は
利
己
主
義
に
よ
っ
て
動

い
て
い
る
と
な
じ
り
、

そ
の
再
軍
備
、
改
憲
的
政
策
を
批
判
し
て
い
る
。
政
党
観
に
於
い
て
も
同
じ
真
宗
信
者
の
中
に
全
く
相
反
す
る
立

場
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
、
同
一
信
仰
に
生
き
る
が
故
に
同
一
の
社
会
解
釈
や
社
会
的
態
度
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
、
即
ち

真
宗
信
者
の
社
会
的
態
度
が
信
仰
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
力
は
、
き
わ
め
て
弱
い
事
実
を
、
再
び
実
証
し
て
い
る
。

四

真
宗
信
者
の
社
会
的
態
度
の
分
析

で
は
、
同
じ
く
親
驚
の
流
れ
を
く
む
信
者
に
以
上
見
た
如
き
社
会
的
態
度
の
相
違
を
見
る
の
は
伺
故
か
。
総
じ
て
社
会
問
題
と
く
に
政

治
問
題
に
対
し
て
無
知
・
無
関
心
な
信
者
層
は
女
性
で
あ
る
。
そ
れ
は
統
計
数
字
の
上
に
明
瞭
に
表
わ
れ
て
い
る
。
被
調
査
者
中
の
女
性

の
比
率
は
全
体
の
一
二
四
・
一
一
刊
で
あ
る
の
に
、
社
会
問
題
に
対
し
て
い
か
な
る
態
度
を
と
る
べ
き
か
に
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
者
の
女
性
数

は
五
六
・
四
%
、
再
軍
備
、
改
憲
問
題
に
つ
い
て
の
設
聞
に
対
す
る
無
回
答
者
中
の
女
性
数
は
夫
々
四
八
・
五
伯
、

五
六
・
三
%
、
更
に

支
持
政
党
に
対
し
て
答
え
得
な
い
か
、
関
心
の
な
い
者
の
中
、
五
九
・
コ
一
%
は
女
性
な
の
で
あ
る
。
け
だ
し
現
今
ま
で
の
女
性
の
社
会
的

地
位
に
於
て
は
、
生
活
関
心
が
家
庭
を
中
心
と
す
る
狭
い
範
囲
内
に
局
限
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

政
治
的
諸
問
題
に
対
す
る
態
度
は
大
き
く
年
齢
に
影
響
さ
れ
る
。
再
軍
備
賛
成
論
者
の
平
均
年
齢
は
五
二
一
・
九
才
、
反
対
論
者
は
四
七

一
才
（
第
百
開
表

ω参
照
）
、
憲
法
改
正
に
つ
い
て
は
賛
成
論
者
五
五
・
七
才
、
反
対
論
者
四
六
・
五
才
で
あ
る
。
更
に
政
党
支
持
者
の
平
均
年

齢
に
至
つ
て
は
保
守
党
支
持
者
五
七
・
六
才
、
進
歩
党
支
持
者
四
二
・
六
才
と
実
に
十
五
才
の
年
齢
差
が
あ
る
。
信
仰
の
世
界
に
於
て
も

古
い
秩
序
中
に
安
住
を
見
出
そ
う
と
す
る
の
は
高
齢
者
、
信
仰
生
活
を
革
新
的
な
万
向
に
展
開
し
て
い
こ
う
と
す
る
の
は
若
い
世
代
と
い

真
宗
信
者
の
社
会
的
態
度

七
七



真
宗
信
者
の
社
会
的
態
度

う
一
般
的
傾
向
が
読
み
と
れ
る
。
職
業
に
よ
る
相
違
は
第
V
表
の
如
く
で
あ
る
。
概
し
て
農

林
・
商
工
業
従
事
者
は
保
守
的
・
給
料
生
活
者
や
老
人
・
主
婦
・
療
養
者
は
進
歩
的
、
僧
侶

は
相
半
ば
す
る
。

現
代
真
宗
信
者
の
政
治
的
無
関
心
と
保
守
的
傾
向
は
掩
う
べ
く
も
な
い
が
、

そ
れ
は
信
者

の
属
す
る
社
会
的
階
層
や
世
代
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
時
代
の
進
展
に
と
も
な
う
女
性

の
社
会
的
地
位
の
向
上
と
、

そ
れ
に
も
と
づ
く
女
性
の
自
覚
、
組
織
労
働
者
の
増
加
、
科
学

的
思
考
と
知
識
の
一
般
的
普
及
に
よ
っ
て
、
真
宗
信
者
の
社
会
的
態
度
も
刻
々
革
新
的
、
積

極
的
方
向
に
転
換
し
て
行
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

「
仏
教
者
と
い
う
も
の
は
と
か
く
社
会

問
題
に
背
を
向
け
が
ち
だ
が
、

い
け
な
い
と
思
う
。
社
会
と
仏
教
と
は
別
物
で
は
な
い
の
だ

か
ら
」

（
一
二
三
才
・
男
・
療
養
者
、
高
小
卒
）

「
今
迄
宗
教
家
或
は
念
仏
者
と
言
え
ば
ほ
と
ん
ど
社
会
問
題
な
ど
に
タ
ッ
チ
せ
ず
、
む
し

ろ
好
ん
で
こ
れ
か
ら
遠
ざ
か
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、

こ
れ
は
大
き
な
間
違
い
で
、
正
し
き
信

仰
を
基
礎
と
し
た
社
会
を
作
り
上
げ
る
た
め
に
も
進
ん
で
問
題
の
解
決
に
努
力
す
べ
き
と
忠

う」

〈
三
十
七
才
、
男
、
僧
侶
、
中
四
修
）

「
女
だ
と
ひ
っ
こ
み
じ
あ
ん
で
は
だ
め
だ
。
正
し
い
と
自
信
の
出
来
る
万
に
真
直
に
進

む
しー

（
六
一
才
・
女
・
無
職
・
高
女
率
）

と
い
う
よ
う
な
反
省
と
自
覚
が
信
者
の
聞
に
お
こ
っ
て
い
る
し
、
平
和
を
愛
す
る
が
故
に
戦
争
の
可
能
性
を
大
き
く
す
る
再
軍
備
と
憲

七
i¥ ！日告~ち！亨lt

法
改
正
に
反
対
と
い
う
筋
の
通
っ
た
社
会
的
態
度
を
鮮
や
か
に
表
示
す
る
信
者
も
、
数
乙
そ
多
く
な
い
が
各
層
に
見
ら
れ
る
。
公
正
に
見



て
、
保
守
的
政
党
支
持
者
よ
り
も
進
歩
的
政
党
支
持
者
の
方
が
積
極
的
な
政
治
的
関
心
を

示
し
て
い
る
。
万
一
λ

今
後
真
宗
教
団
が
社
会
意
識
に
め
ざ
め
た
あ
ら
ゆ
る
階
層
へ
の
布
教

に
失
敗
し
、
真
宗
篤
信
者
を
い
つ
ま
で
も
’
け
主
的
な
組
織
や
科
学
か
ら
遠
い
、

い
わ
ば
取

残
さ
れ
た
階
層
の
中
に
の
み
し
か
求
め
え
ぬ
と
す
れ
ば
、
真
宗
そ
の
も
の
が
取
山
抗
さ
れ
た

宗
教
と
な
り
移
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
真
宗
信
者
の
社
会
的
態
度
を
や
〉
そ
の
外
的
条
件
の
面
に
市
一
点
を
置
い
て
考
察

し
て
き
だ
が
、
最
後
に
角
度
を
変
え
て
内
な
る
信
仰
そ
の
も
の
と
の
関
連
に
於
て
、
真
宗

信
者
の
社
会
的
態
度
の
特
性
を
確
か
め
て
み
た
い
と
思
う
。
本
調
査
の
中
、
別
な
筒
所
で

「
あ
な
た
が
固
い
（
本
当
の
）
信
仰
に
入
ら
れ
た
以
前
と
以
後
と
に
、
あ
な
た
の
気
持
・

身
体
・
性
格
・
日
常
の
態
度
に
変
化
が
あ
り
ま
し
た
か
」
と
聞
い
、
考
え
得
る
信
後
の
変

化
二
二
種
の
中
、
該
当
す
る
も
の
に
い
く
つ
で
も

O
印
を
つ
け
て
も
ら
っ
た
。
そ
れ
を
ま

と
め
た
も
の
が
第
四
表
で
あ
る
。
ま
ず
多
い
の
が
「
ま
す
ま
す
仏
法
の
話
を
聞
き
た
く
思

ぅ
、
聞
き
あ
き
ぬ
」
七
七
%
、

こ
れ
は
「
仏
法
は
聴
聞
に
き
わ
ま
る
」
と
い
う
真
宗
的
性

格
の
信
者
へ
の
具
現
で
当
然
な
結
果
と
い
え
る
。

つ
Y
い
て
報
名
報
恩
、
機
の
深
信
も
し

く
は
罪
悪
意
識
、
生
死
問
題
の
解
決
に
と
も
な
う
歓
喜
心
と
、
真
宗
信
者
と
し
て
き
わ
め

て
自
然
な
結
果
が
明
瞭
な
数
字
を
も
っ
て
あ
ら
わ
れ
、
第
六
悉
日
に
「
人
に
こ
の
信
仰
を

伝
え
ず
に
は
お
れ
な
い
気
が
す
る
」
と
、
上
の
一
五
つ
の
自
信
か
ら
あ
ふ
れ
出
る
教
入
信
的

態
度
が
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
の
数
一
入
二
人
で
全
体
の
六
割
。
と
こ
ろ
が
、
信
仰
の
め
ざ
め

真
宗
信
者
の
社
会
的
能
肢

！｜凶｜

1 I ますます仏法の話を聞きたく思う聞きあきぬ

2 I 念仏が自然に口に出る

3 I ますます自分のみにくさはずかしさが知れる

4 I 死に対する不5

5 I 

6 I 

14 I 

信後の変化第、T表

化万危ミ
－え

ー，
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七
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ミがなくなった

何となく嬉しくもったいない思いである

人にこの信仰を伝えずにおれない気がする
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と
と
も
に
「
社
会
問
題
や
政
治
問
題
に
ま
す
ま
す
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
者
は
わ
ず
か
四
五
人
（
一
四
・
入
%
〉
し
か
い

な
い
。
踊
位
も
ず
っ
と
下
っ
て
第
十
四
番
目
で
あ
る
。

乙
れ
は
先
の
調
査
結
果
を
信
者
自
身
の
表
臼
に
よ
っ
て
確
証
c

つ
け
る
こ
と
に
な
る
。
即
ち
真
宗
信
者
は
一
般
に
根
本
的
な
生
死
問
題
の

解
決
を
得
て
慨
慣
と
感
謝
の
念
い
は
深
い
。
身
を
謙
虚
に
持
し
て
聞
法
的
態
度
を
失
わ
ず
常
に
身
を
省
み
る
。
と
同
時
に
胸
に
み
ち
る
法

悦
を
人
に
伝
え
ず
に
お
れ
な
い
気
持
か
ら
、
境
遇
と
力
量
の
許
す
限
り
、
教
入
信
の
実
践
を
つ
Y
け
る
。
し
か
し
そ
れ
は
自
己
を
中
心
と

す
る
と
く
狭
い
集
団
（
家
庭
・
職
場
・
村
落
等
）
内
に
限
ら
れ
、
個
人
か
ら
個
人
へ
の
信
仰
活
動
に
ほ
と
ん
ど
と
Y
ま
っ
て
い
る
。
第
二

次
的
集
団
或
は
近
代
的
集
団
と
い
う
意
味
の
社
会
の
構
造
に
対
す
る
認
識
に
暗
く
、
従
っ
て
そ
う
い
う
意
味
の
社
会
内
に
於
け
る
信
者
自

身
の
自
覚
が
稀
薄
で
あ
る
。
社
会
的
実
践
に
努
力
す
べ
き
だ
と
少
く
と
も
信
者
の
六
者
は
考
え
て
い
な
が
ら
、
再
軍
備
・
憲
法
改
正
・
政

党
等
の
諸
問
題
に
つ
い
て
具
体
的
意
見
を
何
ら
持
ち
あ
わ
せ
て
い
な
い
人
達
が
激
増
す
る
理
由
は
こ
〉
に
あ
る
（
第
H
表
、
第
臨
開
表
参
照
）

更
に
具
体
的
意
見
を
書
い
た
者
の
中
で
も
、

そ
の
理
由
を
本
質
的
な
信
仰
の
立
場
か
ら
述
べ
て
い
る
者
が
僅
々
三
、
四
に
と
Y
ま
る
の
も
、

回
心
に
よ
っ
て
社
会
へ
の
関
心
が
大
き
く
な
っ
た
と
い
う
者
の
少
な
い
の
も
（
第
円
表
参
照
）
、
理
念
的
に
は
ど
う
で
あ
れ
現
実
的
に
は
、

真
宗
信
者
の
宗
教
意
識
と
社
会
意
識
と
の
聞
に
は
強
力
な
必
然
関
係
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

あ
と
は
自
然
に
す
べ
て
解
決
さ
れ
る
」
と
い
う
考
え
は
相
当
根
強
い
が
、
個
人
を
超
え
た
社
会
の
問
題
ま
で
も
そ
う
な
の
か
と
聞
い
直
さ

「
お
念
仏
さ
え
あ
れ
ば

れ
る
こ
と
は
な
く
、
社
会
的
態
度
と
し
て
は
ま
る
で
安
易
な
抽
象
論
に
と
Y
ま
っ
て
い
る
。

更
に
厳
し
く
批
判
す
れ
ば
、
信
仰
が
い
か
な
る
意
味
に
せ
よ
実
践
に
展
開
す
る
者
は
ま
だ
良
い
、
が
、
全
一
く
そ
の
人
一
人
の
法
悦
に
と

Y
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
例
え
ば
支
持
政
党
に
対
す
る
無
知
、
無
関
心
は
現
代
の
政
界
に
対
す
る
不
信
の
表
明
で
も
あ
る
が
、
叉
信

仰
を
第
一
義
と
す
る
真
宗
信
者
の
人
生
観
或
は
生
活
E

態
度
に
も
よ
る
。

こ
れ
が
積
極
的
に
現
れ
る
と
世
俗
を
超
え
た
仏
法
の
立
場
か
ら
、

政
治
を
浄
化
せ
し
め
よ
う
と
い
う
努
力
に
な
る
が
、
大
て
い
は
政
治
は
い
か
に
な
さ
れ
て
も
、
社
会
が
い
か
よ
う
に
変
つ
で
も
、
畢
寛
婆



婆
に
究
極
的
な
満
足
と
安
息
は
あ
り
え
な
い
と
政
治
よ
り
逃
避
し
た
り
、
社
会
か
ら
切
離
さ
れ
た
個
人
の
安
心
の
中
だ
け
で
生
き
る
と
い

う
消
極
的
・
閉
鎖
的
態
度
に
堕
し
易
い
。

五

む

す

び

小
論
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
点
を
要
約
す
る
と
、

一
、
真
宗
信
者
は
社
会
問
題
を
、
信
仰
中
心
に
考
え
、
教
入
信
的
実
践
に
つ
い
て
は
比
較
的
積
極
的
で
あ
る
。

二
、
真
宗
信
者
の
内
向
的
性
格
は
社
会
的
に
は
超
越
的
態
度
を
と
ら
し
め
る
。
そ
れ
は
信
仰
の
立
場
か
ら
す
る
社
会
批
判
、
世
俗
問
題

の
軽
視
も
し
く
は
無
関
心
と
い
う
積
極
・
消
極
二
つ
の
形
で
現
わ
れ
る
。

「
仏
法
ひ
ろ
ま
れ
」
と
い
う
意
味
の
社
会
的
実
践
と
「
世
の
中
安
穏
な
れ
」
と
い
う
意
味
の
社
会
的
実
践
と
の
内
的
連
関
や
必
然

性
が
、
理
論
的
に
も
実
践
的
に
も
、
信
者
に
は
自
覚
的
に
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。

四
、
従
っ
て
後
者
の
意
味
の
社
会
的
実
践
の
現
代
的
あ
り
方
に
対
す
る
反
省
が
稀
薄
で
、
具
体
的
・
体
系
的
な
意
見
を
持
合
せ
る
も
の

守
〉
、

r
p
弘、。

カ，
A
J
Y
E
L

玉
、
真
宗
信
者
の
社
会
的
態
度
は
概
し
て
保
守
的
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
信
仰
に
由
来
す
る
面
よ
り
も
、
信
者
の
社
会
的
・
時
代
的
諸
条

件
に
影
響
会
れ
て
い
る
面
が
顕
著
で
あ
る
。

良
か
れ
悪
し
か
れ
、
以
上
の
諸
事
実
を
今
迄
の
真
宗
教
団
の
機
構
と
教
化
の
信
者
へ
の
反
映
と
し
て
受
取
る
と
き
、
教
団
と
し
て
は
深

く
考
慮
を
め
ぐ
ら
す
べ
き
実
に
多
く
の
問
題
を
そ
の
中
に
蔵
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
本
論
文
は
昭
和
三
十
一
年
度
文
部
省
科
学
研
究
助
成
補
助
金
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
）
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